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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 5月 6日 (2004.5.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 【 実 施 の 形 態 】
　 化 成 処 理 液 に 含 ま れ る バ ナ ジ ン 酸 化 合 物 は 処 理 液 中 で イ オ ン と な り 、 塗 布 ・ 乾 燥 過 程 で
め っ き 金 属 と 反 応 し 、 界 面 反 応 層 を 形 成 す る と 共 に 、 樹 脂 皮 膜 中 に 分 散 し 防 錆 顔 料 と し て
も 作 用 す る 。 界 面 に 濃 化 し た バ ナ ジ ン 酸 化 合 物 は 下 地 金 属 に 吸 着 し 、 皮 膜 の 防 錆 力 を 向 上
さ せ る と 共 に 、 皮 膜 中 に 分 散 し た バ ナ ジ ン 酸 化 合 物 は 腐 食 環 境 で 非 常 に 緩 や か に 溶 出 ・ イ
オ ン 化 し 、 腐 食 部 位 に 反 応 し て 腐 食 を 抑 制 す る 。
　 バ ナ ジ ン 酸 化 合 物 に は 、 バ ナ ジ ン 酸 ， バ ナ ジ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム ， バ ナ ジ ン 酸 ナ ト リ ウ ム
、 バ ナ ジ ン 酸 カ リ ウ ム 、 フ ッ 化 バ ナ ジ ウ ム 、 リ ン バ ナ ジ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 等 が あ る 。 バ ナ
ジ ン 酸 化 合 物 の 添 加 量 は 、 Ｖ 換 算 で ０ .０ ５ ｇ ／ ｌ 以 上 で 長 期 耐 食 性 の 改 善 効 果 が み ら れ
る が 、 ４ ０ ｇ ／ ｌ を 超 え る と 耐 食 性 向 上 効 果 が な く な り 、 処 理 液 費 用 が 増 大 し 経 済 的 に も
よ く な い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 リ ン 酸 塩 は 処 理 液 に 溶 解 し て リ ン 酸 イ オ ン と な り 、 生 成 し た リ ン 酸 イ オ ン が め っ き 金 属
表 面 の 反 応 性 を 向 上 さ せ 、 樹 脂 皮 膜 の 密 着 性 を 飛 躍 的 に 高 め 、 皮 膜 の 防 錆 力 を 向 上 さ せ る
。 め っ き 層 か ら 溶 出 し た Ｚ ｎ と リ ン 酸 亜 鉛 を 形 成 す る こ と に よ っ て も 、 密 着 性 が 向 上 す る
と 考 え ら れ る 。 リ ン 酸 塩 と し て は 、 リ ン 酸 ， リ ン 酸 二 水 素 カ リ ウ ム ， リ ン 酸 水 素 カ リ ウ ム
， リ ン 酸 二 水 素 ア ン モ ニ ウ ム ， リ ン 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム ， リ ン 酸 マ ン ガ ン ， リ ン 酸 マ グ ネ
シ ウ ム ， リ ン 酸 ア ル ミ 等 が あ る 。 リ ン 酸 イ オ ン と し て ０ .１ ｇ ／ ｌ で リ ン 酸 塩 を 添 加 す る
と 耐 食 性 の 向 上 が み ら れ る が 、 ５ ０ ｇ ／ ｌ を 超 え る 添 加 量 で は め っ き 金 属 の 溶 解 量 が 多 く
な り 、 処 理 液 の 寿 命 が 短 く な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】



【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 疵 付 き 部 腐 食 試 験 〕
　 取 扱 い 時 の 疵 付 き を 想 定 し て 試 験 片 表 面 に カ ッ タ で ク ロ ス カ ッ ト を 刻 ん だ 後 、 塩 水 噴 霧
試 験 を ２ ４ ， １ ２ ０ 時 間 継 続 し た 後 、 試 験 片 表 面 に 生 じ た 腐 食 の 幅 を 測 定 し た 。 最 大 腐 食
幅 が ２ ｍ ｍ 未 満 を ◎ ， ２ ～ ４ ｍ ｍ を ○ ， ４ ～ ８ ｍ ｍ を △ ， ８ ｍ ｍ 以 上 を × と し て 疵 付 き 部
の 耐 食 性 を 評 価 し た 。
〔 耐 カ ジ リ 試 験 〕
３ ０ ｍ ｍ × ２ ５ ０ ｍ ｍ の 試 験 片 を 加 圧 力 １ ５ ０ ０ Ｎ ， 引 き 抜 き 力 ８ .３ × １ ０ － ２ ｍ ／ 秒
の 条 件 下 で ド ロ ー ビ ー ド 試 験 し た 後 、 試 験 片 表 面 に 残 存 し て い る 皮 膜 を 測 定 し た 。 そ し て
、 皮 膜 残 存 率 が ９ ０ ％ 以 上 を ◎ ， ７ ０ ～ ９ ０ ％ を ○ ， ４ ０ ～ ７ ０ ％ を △ ， ４ ０ ％ 未 満 を ×
と し て 耐 カ ジ リ 性 を 評 価 し た 。
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